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第２８回黒部市行政改革推進市民懇話会 質問、意見、指摘事項とその対応 

（発言順不同） 

番

号 
区 分 発 言 の 内 容 等 委員名 対応状況（会議での回答） 摘要（補足説明、今後の方針等） 

1 
市議会での 
特別委員会 

市議会に設置された「公共施設等あり方検討特別委
員会」と当懇話会の関係はどうなるのか。 

会長 
 市民の目線で審議いただく点において同じですが、議会は
最終段階での議論となります。 

 

2 
資料２ 基本方針 

 
P16 

「⑤市民との課題
共有」 

 実施方針「⑤市民との課題共有（情報の一元化）」に
関連して、市民アンケートの回収率 44％に満足してい
るか。 

Ｄ委員 

アンケート自体は、統計学的に分析するにあたって充分な
回答数になっています。 

  各種世論調査や、市が実施した過去のアンケートも同様で
あり、決して満足はしていませんが、統計調査としては標準
的だと思います。  

3 
市民と共有するには、文章が難しいので、もっと目

線を下げて欲しい。 

そのとおりで、この後の「基本計画」では個別施設の内容
となりますが、「基本方針」までは、総論的でピンとこない内
容になっていると思います。 

 
 分かりやすくするために作成した資料３ですら、難しい表
現があります。誰もが理解しやすい内容であるべきですが、
なかなか難しいところだと思います。 

4 資料３ 
「資料３」は、二次評価の具体的イメージを持つた

めの資料か。 
会長 

 協議のための内部資料で、これらの施設をターゲットに
しているものではありません。 

 

5 
資料２ 基本方針 

P18 
「一次評価」 

「用途別区分による再編方針イメージ」のコメント
を左右に分けている意図があるのか。 

Ａ委員 
上下左右、どの方向も全て同レベルです。 
用途によって方針が、複数であったり共通することから、

このページにコンパクトに収まるよう配置しました。 

資料２のとおりＰ１７～Ｐ２０ 

『Ⅳ 再編に向けた検討の進め方』、『Ⅴ 今後の取組み』を修正 

 

【ポイント】 

①フロー図のみ１７ページで表現し、 

続く１８ページの「Ⅴ 今後の取組み」をもって本編を 

簡潔にする。 

 

②フロー図では、今後の検討方法が異なる 

・「利用者が限定的な施設」と 

・「幅広い市民が利用する施設」に区分し、 

 大きく２つの流れを図示する。 

 

③フロー図には、それぞれの検討について、 

簡潔にコメントを加え、 

 より具体な内容については、巻末参照と強調する。 

 

④巻末資料は、現段階でのイメージという位置づけで、 

本編フローを補強する。 

（なお、本編Ｐ１７では、「以下のような手順」としている。） 

 

⑤『Ⅴ 今後の取組み』に「□ 公共施設のあり方検討の全体像」 

 を追加し、「基本方針」の位置づけを明確化する。 

6 

資料２ 基本方針 
 

P17 
「再編検討フロー」 

 
P18 

「一次評価」 
 

P19 
「三次評価」 

「■ 再編検討フロー、＜二次評価＞」のうち 
「①性質別分類と評価視点」について説明はあるのか。 

Ａ委員 

評価の際の「利用度」と「コスト」のウエイトを設定す
るための事前作業であり、ほぼ結果が出ていることから、
ここでは考え方のイメージのみ図示しています。 

7 「①性質別分類と評価視点」は決まっている。 

そうです。 
8 

「②クロス分析での方向性」は、利用・コスト状況
と老朽度で評価する。 
その結果について、「利用圏域別区分による再編 

方針」で見直す。 
 簡単に言えばそういうことか。 

9 そう書けば良い。  

10 

フロー図は良いが、これでは混乱するので、もっと
簡潔にして欲しい。文章だけでも良いくらいだ。 

18、19 ページについては、施設名が出てくることで
余計に混乱する。「基本計画」で議論すれば良いので
あって、「基本方針」では必要ない。 

そのせいで全体がわかりづらくなるなら、無い方が良い
と思っています。 
ただ、実際には二次・三次評価に馴染まない施設につい

ては、ここで一次評価としている方向性を「基本方針」の
段階で打ち出しておきたい。 

11 
一次評価は、ここで決定するのに、このフローでは、

これから評価するようにしか見えない。 

 再度、整理させてください。 12 
二次・三次評価は、今の段階で不透明な部分があり、

簡単に説明するのは難しく、不要な議論を招く。 

13 
二次・三次評価に行くものと、そうでないものを、

もっと分かりやすくすれば良い。 
Ｄ委員 

14 
どうしても必要であれば、まず結論がある表現で、

一目で分かるようにすれば良い。 
Ａ委員 

前回のご指摘を踏まえ、フロー図を用いることで、イメ
ージは前進していると思います。 

15 
文章が不足しているので、フロー図と対応するよう

に分かりやすく加えるよう検討してください。 
会長 

 場所（本編か巻末か）、扱い（本文か資料か）、表現（文
章か図示か）の組合せがいろいろ考えられますので再検討
させてください。 

16 
「基本方針」も分かりやすいダイジェスト版みたい

なものを全戸配布するのか。 
Ａ委員 

ここまでの部分だけを配布しても、市民の皆さんが混乱
すると思うので、今のところ考えていません。 
「基本方針」の大事な要素を引き継いだうえで策定する

「基本計画」の段階で「白書（概要版）」のように全戸配布
したい。 

 

資料１ 


